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現 象 
[GGW3.2/GGH4.X-5.X] セッションがたまに切れるが，何か簡単に試せることはないか？ 
 

 

説 明 
GO-Global for Windows はデフォルトの設定で， （クライアント～サーバ間に張られる GO-Global for 

Windows のコネクション上のプロトコルで） クライアントからサーバへ 30 秒毎に PING を送信しています

（以降，ICMP の PING と区別するために GG-PING と表記します）．30 秒以内にサーバから応答があれ

ばコネクションが正常と判断し，それを越えて応答がなければコネクションが失われたと判断します （注：

応答を受信した直後にコネクションが切れた場合は，それから 29 秒後に GG-PING が送信されますので，

59 秒後にコネクションが切れたと判断します） ．この GG-PING の機能を以下の設定で無効にすることが

できます． 
 

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\GraphOn\Bridges\1.0.0\AppServer] 

SessionVerification REG_DWORD 0 
 

設定を変更した場合は，必ずサーバを再起動して下さい．GG-PING の機能を無効にしてもセッションが

切れる場合は，TCP/IP レベルで実際にコネクションが切れているものと推測されます． 
 

 

補 足 
TCP/IP レベルでセッションが切断されているかどうかを確認するには，弊社開発の GGNetworkCheck 

をご利用下さい．このツールは，GG のサーバ側とクライアント側で動作させるプログラムで，クライアント側

主導で TCP/IP のヘルスチェック （接続性確認） を行います．クライアント側は所定の秒数で PING メッ

セージを送信し （ログに記録も残します） ，サーバ側は PING メッセージを受信するとログに記録するとと

もに，応答メッセージをクライアント側に送信します．クライアント側は応答メッセージを受信すると，その情

報をログに記録します．所定秒数内に相手からのメッセージが届かない，または TCP/IP レベルでコネク

ションが切断された場合は，エラーとしてログに記録されます．この２つのログ （クライアント側とサーバ側） 

を付き合わせることで，ネットワークの状況を確認することが出来ます．GG のプロトコルを使用せずにチェ

ックを行いますので，万一 GG 上で問題が発生したとしても，ネットワークの状況を確実に把握することが

可能です．詳細は，技術ノート KGTN#2011030201 をご覧下さい． 
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